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山
山
川
何
年
以
の
市
川
州
民
税
は
、
6
川
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
と
し
は
、昨
年
に
ひ
き
続
き
内
除
仰
が
引
き
仁
げ
ら
れ
、

ま
た
、
山
川
凶
川
似
の
州
側
一
小
学
も
標
準
税
率
の
一

・
二
倍
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

川
似
合
が
安
く
な
り
ま
し
た
D

つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
税
務
課
で
聞
い

て
み
ま
し
た
。

報
聞

こ
と
し
の
市
川
氏
税
は
、
税
率
の

引
き
ド
げ
な
ど
に
よ
り
ど
の
程
度
の

減
机
に
な
り
ま
す
か
。

答

乙
ん
ど
の
川
会
で
地
方
税
法
の
一

加
が
改
正
さ
れ
て
、
住
民
税
関
係
の

作
除
仰
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
内
除
似
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

山
以
机
で
や
く
十
千
八
百
万
円
、
山
川

川
凶
机
で
八
円

.μ
川
の
減
税
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
作
改
克
と
は
別
に

3
川
比
例
山
政
会
に
お
い
て
山
民
税

の
川
州
市
…
ー
を
似
市
説
中
の
了
三
倍
か

ら

.
・二
併
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
乙
の
減
机
仰
は

一
千
三
十
円

一点
川
が
け川
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
州
刈
を
あ
わ
せ
ま
す
と
、
こ

と
し
は
市
民
紛
で
一
一
一
千

U
M円
、
川州

民
税
で
八
百
万
円
、
あ
わ
せ
て
三
千

九

U
万
円
引
山
の
↓
人
的
な
減
税
に
な

り
ま
す
。

〈
税
率
と
控
除
額
V

聞

で
は
、
抗
日
除
制
や
説
中
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
し
た
か
。

答

さ
ぎ
の
地
刈
川
例
法
の
改
正
に
よ
る

川
口
除
仰
は
①
支
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
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①茨

|ヌ:

と
の
ほ
か
次
の
よ
う
な
以
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

①
扶
養
作
除
の
特
例
措
間
と
し
て
、

配
偶
者
の
い
な
い
吐
惜
の
一
人
目
の

扶
養
親
族
に
か
か
る
扶
養
抗
日
除
が
九

万
円
に
引
き
ト
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
附
山
ぃ
一
川
名
、ト
本
成
年
折
、
老
作
者
、

以
婦
で
前
年
巾
の
所
川
付
金
・
傾
が
三
十

二
万
円
、
(改
王
前
三
十
万
円
)
ま
で

の
場
合
は
先
課
税
に
な
り
ま
し
た
G

ま
た
、
市
税
条
例
の
改
正
に
よ
り

何
年
度
の
市
民
税
の
税
指
は
、
①
表

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
口
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昨年との税額比較①表

〈
市
県
民
税
の
計
算
V

間

市
川
町
民
税
は
ど
の
よ
う
な
刀
法
で

計
算
し
、
昨
年
と
く
ら
べ
る
と
ど
れ

だ
け
税
が
安
く
な
り
ま
し
た
か
。

答

夫
婦
と
子
ど
も
三
人
の
家
低
で
、

昭
和
村
年
中
の
課
税
総
所
得
金
額
が

七
十
万
円
(
給
与
所
得
作
除
後
の
金

額
)
の
人
の
市
県
民
税
を
計
算
し
て

み
ま
す
と
、
①
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
社
会
保
険
料
二
万
八
千
円
、
生

命
似
険
料
二
万
五
千
円
あ
る
も
の
と

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
何
年
ぃ
仰
は
の
市
以
民
税

は
、市
民
税
四
千
四
百
十
円
、県
民
税

三
千
凶
百
円
十
円、

合
計
七
千
八
百

五
十
円
と
な
り
、
昨
年
に
く
ら
べ
て
、

市
民
税
で
三
千
円
百
七
十
円
、
県
民

税
で

一
千
六
百
円
、
あ
わ
せ
て
五
千

七
十
円
の
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

一一一市県民税の計算例

70刀円一(2万8千円+2万5千!日+117jllj
社会保険 生命保険 長

+24万円+137jpj)=167.000円
子供3人 J，l;礎符除 ，，!l!税僚制耳目

(0.036-1.800同+2001Q
167.0001リx{ 

lO.02 +1001'1 
説市; 均勺t明

=4.410円 (市民税)
=3.440円 (V.民 間

合計 7.850円
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，

美
し
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駅
v
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」
に
す
る
た
め
ど
協
刀
自
家
川
車
は
図
①
、
営
業
車
は
図

く
だ
さ
い
。

①
の
場
所
で
恥
即
す
る
と
と
に
な
っ

V
歩

行

朽

は

て

お

り

、
駐
車
場
以
外
で
の
駐
車
は

ま
ず
駅
合
と
剣
山
中
央
線
(
一一一十

ど
泌
胤
く
だ
さ
い
。

M
M
道
路
)
の
必
辺
と
を
結
ぶ
二
本
の

V
パ
ス
に
乗
車
す
る
と
き

中
央
渉
道
が
、
歩
行
者
の
通
路
と
な
パ
ス
は
中
央
歩
道
①
で
お
客
を
お

一

り
ま
す
。
ま
た
広
場
の
周
附
に
も
悩
ろ
し
、
中
央
歩
道
①
で
お
容
を
乗
せ

三

・
一h
i
五
M
の

歩

道

が

あ

り

ま

る

ζ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
乗
車
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V
車

の

進

行

路

は

さ

し

一

図
聞
の
矢
印
の
方
向
に
車
が
進
む

V
タ
ク
シ

ー

一

乙
と
に
な

っ
て

い

ま

す

。

構

内

タ

ク

シ

ー
の
降
車
は
駅
舎

一

V
駐

車

場

は

前

、
乗
る
と
き
は
①
と
な
り
ま
す
。
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予
防
注
射

乞
検
診

百
六
十
円
で
す
。

校
下

一
川

二
回

例

b
日

り

内

b
同リ

経
川

8
川

町
川

凶
布
施

8
日

目
日

加
制

9
日

目

n

天
神

9
日

目
日

大
町

川

H

げ

U

住
吉

川
日

げ
日

刊
合

げ
白

川抗日

村

木

目

日

お

日

f
J

;
l

;
!
 

l
l
民

主

日

l

引

|

7
月

松
倉

m
U
川

6
H

小
川
r校

坪
野

m
U
川

6
1

分

校

上
中
山

mm
H

6
1

小
学
校

t
l
ヨ
ベ

旧

I
」

7
，

寸

ト

芋

交

's
・，

r
-

、t
E

l

E

l

l

-

J
だ
一

-
サ
ル
ー

山

女

初

日

7
川

保

育

凶

木

江

叩

刊

7
ハ

小
学
校

受
付
附
聞
は
午
後

1
1
2時

ζ

と
し
か
ら
い

三
歳
児
検
診

ま
ま
で
の
検
診
万

の

変

更

法
を
改
め
、
尚
三

段
の
お
誕
生
の
月
に
検
診
す
る
と
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
間
利
引

年
8
月

1
円

I
C
年
4
月
初
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
は
、
6
月
に
行
な
い

ま
す
。
そ
し
て
位
年
5
月
生
ま
れ
の
人
か

ら
お
誕
生
検
診
と
し
、
毎
月
第
三
火

脳
日
に
行
な
い
ま
す
ロ
場
所
は
魚
津

似
健
所
で
、
附
聞
は
午
後

1
1
3
時

ま
で
で
す
。

〈
検
診
日
程
〉

マ
8
日
H
川
町
年
2
月
比
ま
れ

マ
日

日
H
位
年

6
月
生
ま
れ
幻
日

H
m何

年
3
月
生
ま
れ

i9r 
小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

離
乳
食
の
尖
習

は
、
市
と
県
が
共

催
で
毎
月
第
三

・
第
凶
合
一
昭
円
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。

6
月
の
日
程
は、

円
日
H
離
乳
食
リ
川
期
、
mm
日
H
離
乳

食
後
期
の
講
習
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
時
間
は
午
前
川
時
か
ら

1
1時

ま
で
、
場
所
は
尚
一作
保
健
所
で
す
。

6
1
の
相
談
日
誌

健

康

相

談

|

リ

l
j
v
j

3
F
一
刊
日
、
行
日

何日
日
で
す
。
市
役
所
似
健
室
で
午
前

川
時
か
ら
午
後
3
附
ま
で
行
な
い
ま

す
。
ま
た
、医
師
に
よ
る
相
談
は
、
川

日
午
後
1
時
か
ら

3
Mま
で
で
す
。

無
料
で
す
か
ら
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

離
現
食
の
実
習

住
宅
金
融
公

住
宅
建
設
資
金

y

昨
で
は
、
住
宅

借
り
ら
れ
ま
す

辿
設
資
金
の
借

入
巾
し
込
み
を
山
川
引
口
(
建
物

土
地
資
金
同
時
の
と
き

7
月
却
日

)
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希

望
者
は
「
住
宅
金
融
公
開
業
務
取

扱
庖
」
の
表
示
し
た
市
内
の
金
融

機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

和
類
は
個
人
住
宅
、
炭
山
漁
村

住
宅
、
住
宅
改
良
資
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。



(2 ) 

7
川

か

ら

掛

け

金

も

四

百

五

十

円

は
三
万
川
千
円
、
そ
れ
が
第
一
一
山
の

改
汗
に
よ
っ
て
六
万
円
と
二

・
五
れ

に
引
き
卜
.
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

A
I
川
の
改
汗
に
よ
っ
て
九
万
六
千
円

〈

μ
八
千
川
)
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
制
位
発
叫
よ
り
実
仁
川
倍
の
仰

に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

作
合
制
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、

そ
の
給
付
を
ま
か
な
う
保
険
料
も
出

然
、
明
仰
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
保
険
料
の
急
激
な

m

加
を
さ
け
る
た
め
何
定
的
な
似
険
料

せ

り

込

み

蝶

六

一

と
す
る
こ
と
と
し
、
将
米
段
附
的
に

一

続
開
状
態
と
み
あ
わ
せ
な
が
ら
引
き

万

国

博

に

出

演

一

十
げ
て
行
く
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
格
的
な
練
習
は
じ
め
る

一

1
1
1
1
1
1
1
1」

し
た
が
っ

一

)

)

)

算

)

算

D

一
!

バ

せ

り

込

み

蝶

六

H

が
ん
山
間
山
県
の

一

円

円

円

日

円

問

問

一宮
て
、
本
作
7

O
B

O
伽

W
M
i
l
-
の

代

表

的

民

話

お

わ

ら

節

、
表
出
節
と

一

m
m
印
円

q
m
円

l
m
円
円

一前
月
か
ら
灯
年

円
1
町

円

M
w
m
一
:

と

も

に

が

同

博

に

出

演

す

る

こ

と

に

一

日
川

ω
M
m
(
凶

即

日

何

回

一則

6
月

分

ぜ

な

り

ま

し

た

。

同

保

存

会

の

出

場

す

一

円

山

伺

昨

町

円

か

7
ぃ

州

日

ら

ら一

は

で

、

月

四

百

る

三
卜
名
の
会
員
た
ち
は
「
此
似
の

一

日

日

目

α
∞

子

月

子

1

パ

か

か

一〉
五
十
円
、

7

一

0

0

8
度
仏

3
ι
の

…

の

低

即

即

一

M-

4

人
た
ち
に
み
て
も
ら
う
の
だ
か
ら
:・

一

5

8

二
V

7白

山

即

き

側

刀

一(

行

7月
か
ら

」
と
毎
晩
、
村
木
小
学
校
で

H
i

-
-
円

f

f

円

以

壮

以

は

…

昨
昨

一

月

五

百

五

十

に

な

り

な

が

ら

練

習

に

励

ん

で

い

ま

一

上

金

上

削

M
上

4
E
4
一

円

に

な

る

予

す

。
せ
り
込
み
蝶
六
は
、

7
月
口
日

一

人

人

入

金

以

年

以

l

I
引

金

一

定
で
す
。
そ

た

た

年

年

の

年

金

金

氾

創

出

一

か
ら
同
日
ま
で
の
三
日
問
、
山
山
県

年
け
け
り
の

i

川市

1

年

砂

川

畑

州

一
一

し

て

い

ま

ま

の

け

に

地

方

向

治

体

館

で

出

加

す

る

総

伽

仲

間

地

問

就

山

川

和

一

昨

誹

肝

話

行

供

品

ド

は

げ

む

会

い
l
Ih
--h
i
lぃ
ー

ー

い

十

|

い

」

制

は

防

止

さ

日

た

ち

)

口口

投
票
日
は

6
月
げ
日

口口

一
の
制

津
郡
引
川
U
M

一
礼

l
j

ま
り
ま
す
が
、
魚
津

加

積

地

区

土

地

区

画

整

理

審

議

会

委

員

の

選

挙

一

祭

払

襲

警

で

は

混

雑

を

一
社

南

一

防

ぐ

た

め

、
次
の
区

加
積
地
区
の
土
地
区
画
整
理
審
議
マ
投
票
日
と
時
間
日
行
日
午
前
7
時
か

一
神

一

じ

関

車

両

の

通

行

禁

止

会
委
員
選
挙
は
、
6
月
行
自
に
行
な

ら

午

後

6
附
ま
で

一
津

五

に

し

ま

す

の

で

ご

協

わ
れ
ま
す
。
こ
の
審
議
会
委
員
の
定

マ
投
票
所
日
市
役
所
一
二
附
ト
入
会
議
門
会

一

九

川

…

力

く

だ

さ

い

。

数
は
十
名
で
、
う
ち
二
名
は
学
識
粁

マ
間
決
所
と
附
間
リ
市
役
所
ト
入
会
議
ん
や

マ
通
行
禁
止
区
間
H

①

験
を
有
す
る
も
の
の
な
か
か
ら
市
長
で
げ
日
午
後
7
附

か

ら

金

属

町

山

梨

、万

l
ド
i
中
央
通
り
ー

が
選
任
し
ま
す
。

5
月
お
日
に
選
挙

1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

銀
位
通
り
i
角
口
胤
居
前
①
問
点

人
名
簿
の
有
権
者
数
が
確
定
し
、
選

一

町
交
差
点

l
川
原
派
出
所

i
神
間
交

挙
す
べ
き
委
員
八
名
の
う
ち
、
土
地

市

民

会

館

の

利

用

状

況

一

差
以

i
興
町
海
上
火
災
前
①
小
松

所
有
者
側
か
ら
七
名
、
借

地

権

者

側

肉

凶

i
富
山
造
花
庖
④
シ
ョ
ツ
ピ

か
ら
一
名
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
糾
年
度
の
市
民
会
館
の
利
川
状
川

一

ン
グ
セ
ン
タ
ー
前

1
中

央

通

り

①

い
ま
す
。
乙
の
選
挙
に
つ
い
て
次
の
(
利
用
回
数
、
延
人

μ)
は
次
の
よ

一

間
活
寺
前

i
北
銀
魚
津
支
広
前
①

こ
と
に

ど

留

志

願

い

ま

す

。

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

文

化

川

、

必

り

(
5
・
6
日
だ
け
午
後

マ

選

挙

通

知

書

マ

大

ホ

ー
ル
H
八
一
問
、
延
人
員
五

一

3
向
か
ら
午
前
零
時
ま
で
)

選
挙
当
日
、
投
架
所
へ
持
参
す
る
」
ハ
、
七
二
七
人

マ
各
会
議
室

H
九

マ
川
間

H
4
日
は
午
後
4
時
か
ら
同
日

選
挙
通
知
訟
は

6
月
上
旬
に
配
布
し
一

O
問
、
三

O
、
七
五
二
人

マ
航

時

ま

で

、
5
1
6
日
は
午
前
8
附
か

ま
す
。
宛
先
の
わ
か
ら
な
い
人
が
あ
納
式
H

一
七
五
回
、
七
、
五
凶
七
人
ら
午
前
零
時
ま
で

り
ま
す
の
で
、
選
挙
権

の
あ

る

人

マ
合
計
一

、

一
六
六
問
、
九
五
、

O
一

で、

通
知
書
の
届
か
な

い

と

き

は

、

二

六

人
と
な
り
、

ζ

の
使
用
料
収
入

一

都
市
計
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

は
主
百
八
十
万
九
千
九
百
卜
凶
円
と

一

さ
い
。
な
お
、
通
知
を
受
け
た

人

で

な

っ

て

い

ま

す
。

↑

も
選
挙
当
日
、
所
有
権
、
借

地

権

を

こ

れ
を
刊
年
度
と
く
ら
べ
て
み
ま

一

行
し
な
い
人
、
ま
た
は
有

し

て

い

な

す

と

、
回
数
で
は
一
二
、ぺ
人
員
で

一

か
っ
た
人
は
投
刈
訳
す
る
乙
と
が
で
き
は
ご
ニ
折
、
使
用
料
は
二
三
軒
そ
れ

一

ま

せ

ん

。

ぞ

れ

ふ

え

て

い

ま

す

。

一

-15. 6. 1 

同
民
作
命
保
険
料
は

7
パ
か
ら
川

四
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

凶
民
年
金
制
度
が
は
じ
ま
っ
て
以

来
卜
年
間
を
経
過
し
、
乙
の
間
作
々

仰
び
る
経
済
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う

所
得
は
か
な
り
向
上
し
て
お
り
ま

す
。
同
凶
作
小
金
は
、
物
倒
や
住
所
広

惟
の
変
動
に
み
あ
っ
て
い
く
よ
う
改

常
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
乙
の
制
皮
の

特
徴
が
あ
り
、
そ
こ
に
み
な
さ
ん
に

じ
頼
さ
れ
る
同
民
年
金
の

μ在
価
仙

が
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
老
齢
年
〈
止
を
例
に
と
っ

て
み
ま
し
で
も
、
初
年
発
足
当
初
は

二
十
.五
年
間
掛
金
を
し
て
、
年
金
額

憲懇

改善された年金額

(2.000円〉
(5.000円)
(8.000円)

?京常市:~島
J民r

4摂

~QII:~材料)附ゑ鞠

7f} 3 nT1WG便物♂i'f ー

ごみを捨てないで心 な恐用
得つ化水最
なてのの近
ごいシ10
みまンれ市
のすボは内
捨。ノレひを
てこのど流
かれよくれじるを 31 1乙く境保いむ
たはう、てま述き日日とすをちでmf私
母 、 な~いり却j れまかしるよ、きをた
さー状活るま 」 いでらもたり生れ汚ち
れ音1¥態環河すがに-， 7 6め美活いさの
る不に境川。はす川n月、し以にな付て

川ヘ

L6.......，.フ月は

写真=大IHT海岸をきれいにと

町内総ぐるみの清掃刊業

人
が
あ
る
た
め
で
、
市
で
は
と
の
よ

う
な
ζ

と
を
な
く
す
る
た
め
、
県
土

美
化
併
進
指
導
員
と
連
絡
を
と
り
、

随
時
、
市
内
を
巡
制
す
る
と
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
辺
助
を
す
す
め
る
に
は
、
市

以
の
み
な
さ
ん
の
加
極
的
な
協
力
が

な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

は
、
阿
川
、
提
防
、
間
岸
、
道
路
ぎ

わ
、
歩
き
地
な
ど
に
は
絶
対
ご
み
を

捨
て
な
い
よ
う
と
協
力
願
い
ま
す
。

も
し
ζ

の
よ
う
な
こ
と
を
守
っ
て
い

た
だ
け
な
い
と
き
は
、
消
抗
法
を
池

山
川
し
、
山
首
祭
署
の
協
力
を
得
て
、
厳

重
に
取
り
締
ま
る
ζ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

れ
一
律
に
な
り
ま
し
た。

こ
ん
ど
大
き
く
改
訳
さ
れ
る
回
以

年
金
額
は
上
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す

一

〈
高
齢
者
の
希
望
加
入

申
し
込
み
今
月
限
り

V

明
治
m
凶
作

4
月
2
日
か
ら
明
治
何

年
4
月
l
ハ
ま
で
に
ん
ま
れ
た
人

で
、
ど
乙
か
ら
も
老
齢
年
金
が
も
ら

-

え
な
い
人
が
加
入
で
き
ま
す
。

受
け
付
け
は

6
月
限
り
で
す
か
ら

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
市
役

所
市
民
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

、。
-hv 
掛
け
金
は
、
毎
け
七
百
五
十
円
で

五
年
間
納
め
て
月
二
千
五
百
円
の
作

金
が
も
ら
え
ま
す
。

年

金

相

談
η
日
中
村
画
廊
で

県
で
は
、
日
出
民
年
金
や
厚
中
年
金

風
給
な
ど
に
つ
い
て
相
談
所
を
次
の

よ
う
に
ひ
ら
き
ま
す
。
年
金
内
特
に

疑
問
の
あ
る
人
、
手
続
き
の
わ
か
ら

な
い
人
、
年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な

い
人
な
ど
ぜ
ひ
乙
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
白
川

6
月
ロ
日
午
前

9
Nか
ら

午
後
4
時
ま
で

マ
場
所
H
中
央
通
り
中
村
岡
山
帥

一
小
山
岳
山
市
の
川
北
川
検
刊
が
山
火
胞
さ
れ
ま
す
。

一

市
教
安
・
5
・2
・5
・ペ
hu-
-7
2・山JU
J
L
U
J
J
H
i

・

取
り
引
き
や
品
川
な

ど

長

川
に
使
用
し

一

で
は
、
と

…

主

成

公

:

川

一

の

訟

主

山

川

て
い
る
計
門
誌
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ

と
し

成

人

伝

活

活

性

一山

J
ぺ

さ
し
。

一

式

を

迎

え

総
V

・I
・

versρ・パ一三
パ-J-一山UT
・一戸
AA-1-
?・一;
-

と
の
検
有
一
を
受
け
な
い
と
計
円
以
法
に
よ
り

ら
れ
た
人
を
刻
象
に
立
山
へ
集
団
登
山
を
し
ま
す
。
参
加

処
澗
さ
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
有

一

希
望
者
は
6
月
8
日

(
月
)
ま
で
市
教
委
へ
お
申
し
込
み

料
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
検
査
当
日
、

一

く
だ
さ
い
。

手
数
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
(
五
円

i
百

一
マ
登
山
期
日
日

6
月
引
日
(
日

)
i
2日
(
月
)
の
二
日
間

十
円
〉

一
一〉
日
程
H
引
日
電
鉄
魚
津
駅
(
午
前
8
川
町
分
発

)
l
千
芳

校

下

検

査

日

場

所

ケ

原

|
室
堂
一
(
午
前
川
時
叩
分
着

)
l
一
の
越
で
一
泊
、

6
月

一

翌
日
は
立
山
登
頂
i
室
堂
(
午
後
口
時
的
分
発
)
|
千
寿

大

町

同

日

木

町

小

川

プ

校

一

ケ
原
l
電
鉄
魚
作
駅
(
午
後

3
時
刊
分
着
)

村

木

行

日

利

水

小

学

校

一
マ
会
費
H
交
通
貨
、
約
泊
費
を
含
め
て
二
千
百
円
、
ほ
か
に

本

れ

加

什

文

化

町

会

館

米

七
百
五
十
ぜ
(
五
合
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

道

下

引

円

道

下
保

育

悶

マ

募

集

人

員

H
六
十
名

吋
聞
は
午
前
川
川

i
午
後
3
附
で
す
が
、
道
下
保
育

一
マ
参
加
者
の
打
ち
合
せ
会
は
日
日
(
月
)

K

l

後
7
川
か
ら
育

園
は
午
前
叩
時
i
正
午
ま
で
で
す
。

一

少
年
ホ
l

ム
で
ひ
ら
き
ま
す
。

検 15のりはか

県
で
は、

巡
回

交
通
事
故
相
談
を

次
の
よ
う
に
ひ
ら
き
ま
す
。
事
故
の

こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
川
相
談
日
時
H
6
月

η
日
(
A
M
)

仕
l

一

前
川
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

一

マ
場
所
H
市
役
所
市
民
課

一

交
通
事
故
相
談

。

〈
水
道
局
か
ら
の

…

お
願
い
〉

0

・
み
な
さ
ん
の
付
近
の

。

道

断

な

ど

で

、
漏
水

0

0

0

0

o

c

o

o

o

D

が
あ

っ
た
と
き
は
、

6
月

1
日
か
ら

7
日
ま
で
全
国
い
ご
面
倒
で
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

っ
せ
い
に
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま

・
い
ま
か
ら
友
に
な
り
ま
す
と
、
気
出

す
。
水
道
は
飲
料
水
と
し
て
、
ま

た

の

影

響

で

、
白
川

U
d，q
M，恥
が
で

消
火
や
産
業
に
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く

の
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
放
置
す
る
と
、
も
と
ど
お
り
の
水
に

い

施

設

で

す

。

な

り

ま

す

の

で

、
使
用
さ
れ
て
も
別

本
市
の
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
給
水
人
口
も
年
々
増
加
し
、
普
及

来
も
や
く
七

O
ザ
に
達
し
、
こ
乙
十

年
間
で
や
く
二
ι

二
倍
と
な
り
ま
し

た。
水
道
局
で
は
、
こ
の
週
間
中
、
簡

mな
修
理
や
施
設
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
D

ま

た
1
日
か
ら

3
日
ま
で
パ
ッ

キ
ン
グ

の
無
料
取
り
替
え
を
行
な
い
ま
す
。

寄

イ寸

マ
二
万
円
リ
川
万
町
鍛
治
活
古

マ

一
万
円
H
火
の
宮
町
海
苔
た
き

マ

一
万
円
H
川
方
町
山
崎
清
(
以
上
呑

典
返
し
の
一
部
を
)

マ

一
万
円
H
駅
前
新
町
中
国
能
次
郎

マ
二
千
円
H
ヒ
村
木
中
村
昭
雄
マ

一
千
円
H
吉
島
北
開
精
機
工
業
所

マ
五
百
円
H
金
山
谷
松
倉
分
校

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
屡
護
金
へ
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

臼

か

ら

水

道

週県
で
は
、

瞥
察
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

6
月
5

日
か
ら

7
月
刀
日
ま
で
持
祭
将
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
採
用
予
定
者
日
大
卒
二
l
名
、
高

卒
五
十
名

〈卒
業
予
定
者
合
む
)

マ
受
験
資
絡
H
十
八
戯
か
ら
二
十
七

蔵
ま
で
の
男
子
、
身
長
百
六
十
円
ン
M

以
上
、
体
重
四
十
七
キ
ロ
ぜ
以
上
、
制

力
裸
眼

0
・
ム
ハ
以
上

マ
学
力
H

大
半
ま
た
は
高
卒
れ
伎
の

学
力
試
験
、
マ
く
わ
し
い
乙
と
は
件

祭
器
、派
出
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

富
山
県
警
察
官
募
集

呉
束
内
水
川
漁
業
協
同
組

合
で
は
、
角
川
、
布
施
川
の

あ
ゆ
解
禁
を

6
川
河
日
午
前

4
時
と
し
、
花
火
を
打
ち
あ

げ
る
ζ

と
に
し
て
い
ま
す
。

遊
漁
承
認
証
は

6
月
!
日
か

ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
料
金
は

角
川、

布
施
川
の
各
河
川
ご

と
に
、
毛
針
釣
り
五
百
円

(

市
外
の
人
六
百
円
)
中
学
生

二
百
円
、
小
学
作
三
十
円、

毛
針
友
釣
り
併
川
七
百
円
(

市
外
の
人
八
百
円
)
で
す
。

ま
た
、
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い

る
県
内
各
河
川
共
通
の
遊
漁
祉
は
二

千
三
百
円
で
、
内
水
面
漁
業
協
同
組

合
、
市
内
漁
具
匝
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。なお

7
月
日
日
ま
で
友
釣
り
や
各

抑
制
の
使
用
で
き
な
い
区
域
は
、

マ
角
川
H
国
道
八
号
似
内
川
府
か
ら

上
流
四
百
五
十
M
の
区
間

V
利
細

川
リ
地
鉄
本
線
布
施
川
鉄
怖
か
ら
下

流
凶
百
討
の
区
間
で
す
。

共
同
漁
業
権
の
な
い
川
川
(
け
貝

川
落
会
府
か
ら
上
流
の
本
流
お
よ
び

早
月
川
)
で
釣
り
を
さ
れ
る
人
は
「

あ
ゆ
採
捕
刷
出
済
社
」
を
山
役
所
内

工
水
産
課
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ぁゅの解禁近づく

日
l
J
i
 

F
l
 

-

羽
一悦
能
口司
ま
際

税
務
大
学
校

m
U川
川
U
和
制

学

生

募

集

大
字
へ
一
年
間
入

学
し
ま
す
が
、
乙
れ
は
人
副
院
実
施

の
国
家
公
務
員
採
用
初
級
試
験

(税

務
附
)
合
格
者
の
な
か
か
ら
選
考
採

用
さ
れ
、
在
学
中
も
給
り
が
支
給
さ

れ
ま
す
U

一

乙
の
試
験
が

9
け
に
あ
り
、
受
験

一

者
を
山
採
集
し
て
い
ま
す
が
、
申
し
込

み
は

7
月
3
日
ま
で
で
す
。
受
験
資

wm
は
昭
お

・
4
・
2
1
m
m
・
4
・
ー

山
生
の
男
子
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は

一

m
m税
務
宮
へ
。

一

マ
山
礼
作
ド
国
吋
「
」

中
元
贈
答
用
品
の

t
f
R
コ

会
議
所
お
よ

展

示

即

売

会

び

阿
庖
街
連

盟
で
は
、
地
元
消
費
の
P
R
と
商
庖

街
の
発
展
を
目
的
に
中
元
贈
答
用
品

展
示
即
売
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
日
時
日

6
月
8
目
、
9
日
の
二
日

間
、
午
前
川
時

i
午
後
5
附

マ
場
所
日
市
民
会
館
会
議
室

マ
展
示
品
日
衣
料
、
洋
品
雑
貨
、
文

佑
用
品
、
日
用
品
雑
貨
、
食
料
品

な
ど

4
h
で
ま
、

一
組
・
ニ
級
建
築
士

u
p
?

』

一
級
と
二
級

の
試
験

建
築
士
試
験

を
7
月

i
m
月
に
か
け
て
行
な
い
ま

す
。
受
験
希
望
者
は
出
山
県
庁
内
、

建
築
住
宅
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

'υママ
受
付
期
間

一
級
H
6
川
8
日
!
日
日

二
級
H
5
川河
川
日

i
6片
5
H

肢
体
障
害
者
を

身
体
障
害
者
の

I対
象
に
石
川
県
山

温
泉
療
養

中
病
院
で
短
期
温

泉
療
養
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
参
加
希

望
者
は

6
月
お
日
ま
で
、
大
町
水
尾

兼
吉
、
緑
町
本
元
孝
一
、
餌
指
町
西

川
米
吉
宅
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

1
0
 

'υv
・
マ
駁
養
期
間
日

7
月

8
1什
日

マ
参
加
入
員
日
二
十
円
名

マ
経
費
日
副
食
費
一
千
円
祝
段
、
健

康
診
断
料
五
百
円

県
身
障
者
史
生

身
障
者
の
巡
回

l
f
羽山
dd
所
で
は
、
巡

更
生
相
談

回
川
相
談
を
ひ
ら
き

ま
す
。
身
体
問
答
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
い
人
、
術
装
μ
一
(
の
交
付
、
修
理

を
受
け
た
い
人
な
ど
ど
利
用
く
だ
さ

¥

O

 

、νマ
日
時
日
6
H刀
打
日
(
氷
)
午
前
9

同
叩
分
か
ら
午
後
3
時

マ
場
所
日
市
民
会
館
第
凶
会
議
室

N
H
K
総

「
ほ
た
る
い
か
の
海
」

、ムロ
一ア
レ
3

ヒ
、

刊
日
テ
レ
ビ
放
送

自
然
の
ア
ル

バ
ム
で
「
ほ
た
る
い
か
の
海
」
が
6

月
同
日
(
日
)
午
前
7
時
加
分
か
ら

全
国
放
送
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
魚
津

仰
の
ほ
た
る
い
か
を
中
心
に
似
影
さ

れ
て
い
た
も
の
で
、
再
放
送
は
同
テ

レ
ビ
の
同
日
(
月
)
午
後
4
時
何
分

か
ら
で
す
。

八
日
曜
日
の
当
番
医

V

V
7
日
U

(昼
)
大
町
船
附
医
院

(

夜
)
角
川
町
宮
本
医
院

V
凶
日
H

(
毘
)
浜
町
れ
削
江
隅
医
院
(
夜
〉
友

道
扇
谷
医
院

V
引
日
日
(
昼
)
火

の
宮
町
沢
口
内
税
医
院
(
夜
〉
住
吉

寺
崎
医
院

v
m日
H
(
昼
)
間
万

町
森
本
医
院
(
夜
)
木
江
宮
元
医
院


